
令和７年度                第４学年 音楽科 年間指導計画／題材の評価規準                   
 【第３学年及び第４学年 目標】                                       
(1) 曲想と音楽の構造などとの関わりについて気付くとともに、表したい音楽表現をするために

必要な歌唱、器楽、音楽づくりの技能を身に付けるようにする。 
(2) 音楽表現を考えて表現に対する思いや意図をもつことや、曲や演奏のよさなどを見いだしな

がら音楽を味わって聴くことができるようにする。 
(3) 進んで音楽に関わり、協働して音楽活動をする楽しさを感じながら、様々な音楽に親しむと

ともに、音楽経験を生かして生活を明るく潤いのあるものにしようとする態度を養う。 

 
学習指導要領との関連 

 
 

 
 
 
 
 
 

Ａ 

表 現 

Ｂ 

鑑 賞 

   〔共通事項〕 
ア★音楽を特徴付けている要素 
☆音楽の仕組み 

イ音符、休符、記号や用語 

学

期 

◎題材名（時数）   
主な教材 ○歌唱 ●器楽  
□音楽づくり♪鑑賞  
（共）共通教材 

            題材の目標  
 (1) 知識及び技能の習得   

(2) 思考力・判断力・表現力等の育成 
 (3) 学びに向かう力、人間性等の涵養 

(1) 

歌 唱 

(2) 

器 楽 

(3) 
音楽 
づくり 

  題材の評価規準 ◆視点３に 

関わる事項 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 
 
 
１ 
 
学 
 
期 
 
 
23 

◎音楽で心の輪を広げよう 

（４） 

 
○小さな世界 

●リズムでなかよくなろう 

〇さくら さくら（共） 

 

(1)曲想と旋律やフレーズなどの音楽の構造、歌詞の内容と

の関わりについて気付くとともに、思いや意図に合った

表現をするために必要な、呼吸及び発音の仕方に気を付

けて、自然で無理のない歌い方で歌う技能や、互いの歌

声や伴奏を聴いて、声を合わせて歌う技能を身に付ける。 

(2)旋律、フレーズなどを聴き取り、それらの働きが生み出

すよさや面白さ、美しさを感じ取りながら、聴き取った

ことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特

徴を捉えた表現を工夫し、どのように歌うかについて思

いや意図をもつ。 

(3)声を合わせて歌ったり、歌詞の様子を思い浮かべながら

歌ったりする学習に興味をもち、音楽活動を楽しみなが

ら主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組む。 

 

ア  
イ 
ウ(ｲ) 

(ｳ) 

 

イ(ｱ) 
ウ(ｳ) 

  ア★リズム、旋律、音の重

なり、フレーズ 
① 思いや意図に合った表現をするため

に必要な、互いの歌声や伴奏を聴い

て、声を合わせて歌う技能を身に付け

ている。（技：歌） 

② 曲想と旋律などの音楽の構造や歌詞

の内容との関わりについて気付いて

いる。（知：歌） 

③ 思いや意図に合った表現をするため

に必要な、呼吸及び発音の仕方に気を

付けて、自然で無理のない歌い方で歌

う技能を身に付けている。（技：歌） 

① 旋律、フレーズを聴き取り、それらの

働きが生み出すよさや面白さ、美しさ

を感じ取りながら、聴き取ったことと

感じ取ったこととの関わりについて

考え、曲の特徴を捉えた表現を工夫

し、どのように歌うかについて思いや

意図をもっている。（歌） 

① 声を合わせて歌ったり、歌詞の様子を

思い浮かべながら歌ったりする学習

に興味をもち、音楽活動を楽しみなが

ら主体的・協働的に歌唱の学習活動に

取り組もうとしている。（歌） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎歌声のひびきを感じ取ろう 

（８） 

 

〇いいこと ありそう 

○●風のメロディー 

♪パパゲーノとパパゲーナの

二重唱 

〇まきばの朝（共） 

 

(1)曲想及びその変化と、音色や旋律などの音楽の構造や歌

詞の内容との関わりについて気付くとともに、思いや意

図に合った表現をするために必要な、歌唱の技能や、音

色や響きに気を付けて、リコーダーを演奏する技能を身

に付ける。 

(2)音色、旋律、音の重なりを聴き取り、それらの働きが生み

出すよさや面白さ、美しさを感じ取りながら、聴き取っ

たことと感じ取ったことの関わりについて考え、曲の特

徴を捉えた表現を工夫し、どのように表現するかについ

て思いや意図をもったり、曲の演奏のよさなどを見いだ

しながら曲全体を味わって聴いたりする。 

(3)歌声に興味をもち、音楽活動を楽しみながら主体的・協

働的に歌唱や器楽、鑑賞の学習活動に取り組み、様々な

歌声の響きに親しむ。  

ア 

イ 

ウ(ｱ) 

(ｲ) 

(ｳ) 

 

 

 

 

 

 

 

ア 

イ(ｱ) 

ウ(ｱ) 

(ｳ) 

 

 

ア 

イ 

ア★音色、旋律、音の重な

り、音階、調、拍、 

フレーズ 

☆呼びかけとこたえ 

イ 付点８分音符、16分音

符、6/8拍子 

① 思いや意図に合った表現をするため

に必要な、範唱を聴いたり、ハ長調の

楽譜を見たりして歌う技能を身に付

けている。（技：歌）            

② 曲想と音色や旋律などの音楽の構造

や歌詞の内容との関わりについて気

付いている。（知：歌・器） 

③ 思いや意図に合った表現にするため

に必要な、互いの歌声やリコーダーに

よる副次的な旋律を聴いて、声や音を

合わせて歌ったり演奏したりする技

能を身に付けている。（技：歌・器） 

④ 曲想及びその変化と、音色や旋律など

の音楽の構造との関わりについて気

付いている。（鑑） 

⑤ 思いや意図に合った表現をするため

に必要な、呼吸及び発音の仕方に気を

付けて、自然で無理のない歌い方で歌

う技能を身に付けている。（技：歌） 

 

 

 

① 音色、旋律、音の重なり、拍、フレー

ズを聴き取り、それらの働きが生み出

すよさや面白さ、美しさを感じ取りな

がら、聴き取ったことと感じ取ったこ

ととの関わりについて考え、曲の特徴

を捉えた表現を工夫し、どのように表

現するかについて思いや意図をもっ

ている。（歌・器） 

② 音色、旋律、音の重なり、呼びかけと

こたえを聴き取り、それらの働きが生

み出すよさや面白さ、美しさを感じ取

りながら、聴き取ったことと感じ取っ

たこととの関わりについて考え、曲や

演奏のよさなどを見いだし、曲全体を

味わって聴いている。（鑑） 

                 

① 曲想と音色や旋律などの音楽の構造

との関わりに気付き、歌唱表現や器楽

表現を工夫する学習に興味をもち、音

楽活動を楽しみながら主体的・協働的

に歌唱や器楽の学習活動に取り組も

うとしている。（歌・器）           

② 曲想と二重唱の歌声の音色や呼びか

けとこたえ、音の重なりなどの音楽の

構造との関わりに興味をもち、音楽活

動を楽しみながら主体的・協働的に鑑

賞の学習活動に取り組もうとしてい

る。（鑑） 

主な学習内容 

・ 

 

東京都小学校音楽教育研究会 山の手Ｂゾーン大会 

公開授業 第４学年「思いを音楽で表そう」 

台東区立根岸小学校 主任教諭 金森 智美 

・『小さな世界』の２つの旋律の違いを感じ取り、旋律

の特徴を生かしながら２つの旋律を重ねて歌う。 

・『リズムでなかよくなろう』では、歌のリズムを手で

打ったり、足踏みをしたりしながら、拍とリズムの違

いに気付く。 

・『さくら さくら』の歌詞の内容を理解し、旋律の特

徴を生かして、呼吸や発音の仕方に気を付けて歌う。 

・『いいことありそう』を付点のリズムを楽しみながら

歌う。ハ長調の音階を知る。 

・『風のメロディー』の曲想を捉えた表現を工夫して歌

う。リコーダーと歌声を重ねて演奏する。 

・『パパゲーノとパパゲーナの二重唱』を聴き、男声と

女声の違い、掛け合いや重なりのよさや面白さを感

じ取る。 

・『まきばの朝』の歌詞の内容を理解し、旋律の特徴を

生かして、呼吸や発音の仕方に気を付けて歌う。 

 



 ◎いろいろなリズムを 

感じ取ろう（８） 

 

●クラッピング ファンタジ

ー 第７番 楽しいマーチ 

〇●いろんな木の実 

♪ピーナッツ ベンダー（参

考曲） 

□言葉でリズムアンサンブル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)曲想とリズムや拍などの音楽の構造との関わり、言葉の

リズムのつなげ方や重ね方の特徴について、それらが生

み出すよさや面白さなどと関わらせて気付くとともに、

思いや意図に合った表現をするために必要な、互いの音

や伴奏を聴いて、音を合わせて演奏する技能や、反復や

変化、呼びかけとこたえを用いてリズムアンサンブルを

つくる技能を身に付ける。 

(2)リズム、音の重なり、拍などを聴き取り、それらの働きが

生み出すよさや面白さ、美しさを感じ取りながら、聴き

取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、

曲の特徴を捉えた表現を工夫し、どのように演奏するか

についてや、音を音楽へと構成することを通して、どの

ようにまとまりを意識した音楽をつくるかについて思い

や意図をもつ。 

(3)拍子やリズムが生み出すよさや面白さに興味をもち、音

楽活動を楽しみながら主体的・協働的に歌唱や器楽、音楽

づくりの学習活動に取り組み、様々な音楽に見られるい

ろいろなリズムに親しむ。 

 ア 

イ(ｱ) 

ウ(ｳ) 

ア(ｲ) 

イ(ｲ) 

ウ(ｲ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア★音色、リズム、強弱、 

  音の重なり、拍 

☆反復、呼びかけとこた

え、変化 

イ フォルテ、メッゾフォ

ルテ、反復記号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 曲想とリズムや拍などの音楽の構造

との関わりについて気付いている。

（知：器） 

② 思いや意図に合った表現をするため

に必要な、互いのパートや楽器の音を

聴いて、音を合わせて演奏する技能を

身に付けている。（技：器） 

③ 言葉のリズムのつなげ方や重ね方の

特徴について、それらが生み出すよさ

や面白さなどと関わらせて気付いて

いる。（知：づ） 

④ 思いや意図に合った表現をするため

に必要な、反復、呼びかけとこたえ、

変化などの音楽の仕組みを用いて、音

楽をつくる技能を身に付けている。

（技：づ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① リズム、強弱、音の重なり、拍を聴き

取り、それらの働きが生み出すよさや

面白さ、美しさを感じ取りながら、聴

き取ったことと感じ取ったこととの

関わりについて考え、曲の特徴を捉え

た表現を工夫し、どのように演奏する

かについて思いや意図をもっている。

（器） 

② 音色、リズム、音の重なり、拍を聴き

取り、それらの働きが生み出すよさや

面白さ、美しさを感じ取りながら、聴

き取ったことと感じ取ったこととの

関わりについて考え、曲の特徴を捉え

た表現を工夫し、どのように演奏する

かについて思いや意図をもっている。

（器） 

③ リズム、拍、反復、呼びかけとこたえ、

変化を聴き取り、それらの働きが生み

出すよさや面白さ、美しさを感じ取り

ながら、聴き取ったことと感じ取った

こととの関わりについて考え、音を音

楽へと構成することを通して、どのよ

うにまとまりを意識した音楽をつく

るかについて思いや意図をもってい

る。（づ） 

① 拍子やリズムが生み出すよさや面白

さに興味をもち、音楽活動を楽しみな

がら主体的・協働的に歌唱や器楽、音

楽づくりの学習活動に取り組もうと

している。（歌・器・づ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ちいきにつたわる音楽に 

      親しもう（３） 

 

♪こきりこ 

♪津軽じょんから節 

♪てぃんさぐぬ花 

(1)曲想及びその変化と、音色や旋律などの音楽の構造との

関わりについて気付く。 

(2)日本の民謡の歌声や楽器の音色、旋律を聴き取り、それ

らの働きが生み出すよさや面白さ、美しさを感じ取りなが

ら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて

考え、曲や演奏のよさなどを見いだしながら曲全体を味わ

って聴く。 

(3)日本の民謡や地域に伝わる音楽に興味をもち、音楽活動

を楽しみながら主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り

組み、日本の民謡や地域に伝わる音楽の特徴やよさに親

しむ。 

   ア 

イ 

 

ア★音色、旋律 ① 曲想及びその変化と、音色や旋律など

の音楽の構造との関わりについて気

付いている。（鑑） 

 

① 音色、旋律を聴き取り、それらの働き

が生み出すよさや面白さ、美しさを感

じ取りながら、聴き取ったことと感じ

取ったこととの関わりについて考え、

日本の民謡や演奏のよさなどを見い

だし、曲全体を味わって聴いている。

（鑑） 

① 日本の民謡や地域に伝わる音楽に興

味をもち、郷土に伝わる音楽に親しみ

ながら主体的・協働的に鑑賞の学習活

動に取り組もうとしている。（鑑） 

・『クラッピング ファンタジー 第７番 楽しいマーチ』

のリズムの重なりや音の強さの違いを生かしなが

ら、手拍子でリズムアンサンブルをする。 

・『いろんな木の実』を楽器の音色や歌声に気を付けて

歌と楽器を合わせて演奏する。 

・『ピーナッツ ベンダー』と『いろんな木の実』の似

ているところを見付けたり、ラテンのリズムの楽し

さを味わったりする。 

・『言葉でリズムアンサンブル』では反復や変化を使っ

てリズムのつなげ方や組み合わせ方を工夫する。 

・『こきりこ』『津軽じょんから節』『てぃんさぐぬ花』

を比較して楽器の音色や旋律を聴き取り、それらの働

きによるよさや面白さ、美しさを感じ取る。 

 



 
２ 
 
学 
 
期 
 
  
26 
 
 

◎せんりつのとくちょうを 

感じ取ろう（９） 

 

〇ゆかいに歩けば 

●陽気な船長 

〇●ごんぎつね 

♪白鳥 

♪堂々たるライオンの行進 

〇とんび（共） 

 

 

 

(1)曲想及びその変化と、旋律などの音楽の構造や歌詞の内

容との関わりについて気付くとともに、思いや意図に合

った表現をするために必要な、呼吸及び発音の仕方に気

を付けて、自然で無理のない歌い方で歌う技能や、音色

や響きに気を付けて、リコーダーを演奏する技能を身に

付ける。 

(2)音色、旋律、強弱などを聴き取り、それらの働きが生み出

すよさや面白さ、美しさを感じ取りながら、聴き取った

ことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特

徴を捉えた表現を工夫し、どのように表現するかについ

て思いや意図をもったり、曲や演奏のよさなどを見いだ

しながら曲全体を味わって聴いたりする。 

(3)旋律の特徴に興味をもち、音楽活動を楽しみながら主体

的・協働的に歌唱や器楽、鑑賞の学習活動に取り組み、様

々な音楽に見られる旋律の特徴に親しむ。 

ア 

イ 

ウ(ｲ) 

 

 

  

ア 

イ(ｱ) 

ウ(ｲ) 

 (ｳ) 

 ア 

イ 

 

ア★音色、旋律、強弱 

☆呼びかけとこたえ 

イ スタッカート、ピア

ノ、メッゾピアノ 

 

① 曲想と旋律などの音楽の構造や歌詞

の内容との関わりについて気付いて

いる。(知：歌) 

② 思いや意図に合った表現をするため

に必要な、呼吸及び発音の仕方に気を

付けて、自然で無理のない歌い方で歌

う技能を身に付けている。(技：歌) 

③ 思いや意図に合った表現をするため

に必要な、音色や響きに気を付けて、

リコーダーを演奏する技能を身に付

けている。(技：器) 

④ 思いや意図に合った表現をするため

に必要な、互いの楽器の音や副次的な

旋律を聴いて、音を合わせて演奏する

技能を身に付けている。(技：器) 

⑤ 曲想及びその変化と、旋律などの音

楽の構造との関わりについて気付い

ている。(鑑) 

① 音色、旋律を聴き取り、それらの働き

が生み出すよさや面白さ、美しさを感

じ取りながら、聴き取ったことと感じ

取ったこととの関わりについて考え、

曲の特徴を捉えた表現を工夫し、どの

ように演奏するかについて思いや意

図をもっている。(器) 

② 音色、旋律を聴き取り、それらの働き

が生み出すよさや面白さ、美しさを感

じ取りながら、聴き取ったことと感じ

取ったことの関わりについて考え、曲

や演奏のよさなどを見いだし、曲全体

を味わって聴いている。 (鑑) 

③ 旋律、強弱、呼びかけとこたえを聴き

取り、それらの働きが生み出すよさや

面白さ、美しさを感じ取りながら、聴

き取ったことと感じ取ったこととの

関わりについて考え、曲の特徴を捉え

た表現を工夫し、どのように歌うかに

ついて思いや意図をもっている。(歌) 

① 旋律の特徴に興味をもち、音楽活動を

楽しみながら主体的・協働的に歌唱や

器楽、鑑賞の学習活動に取り組もうと

している。(歌・器・鑑) 

 

◆地域の方による

バイオリンの出

前授業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆国語科「気持ちの

変化に着目して

読み、感想を書こ

う」 

・ごんぎつねの登

場人物の気持ち

の変化や性格、情

景について、場面

の移り変わりと

結び付けて想像

する。 

 

 

 

 

 

 

◎せんりつの重なりを 

感じ取ろう（８） 

 

〇パレードホッホー 

♪ファランドール 

●オーラ リー 

○もみじ（共） 

 

(1)曲想及びその変化と、旋律や音の重なりなどの音楽の構

造や歌詞の内容との関わり、及び楽器の音色や響きと演

奏の仕方との関わりについて気付くとともに、思いや意

図に合った表現をするために必要な、互いの歌声や楽器

の音、副次的な旋律、 伴奏を聴いて、声や音を合わせて

表現する技能を身に付ける。  

(2)旋律、音の重なりなどを聴き取り、それらの働きが生み

出すよさや面白さ、美しさを感じ取りながら、聴き取っ

たことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の

特徴を捉えた 表現を工夫し、どのように表現するかにつ

いて思いや意図をもったり、曲や演奏のよさなどを見い

だしながら曲全体を味わって聴いたりする。  

(3)旋律の重なりに興味をもち、音楽活動を楽しみながら主

体的・協働的に歌唱や器楽、鑑賞の学習活動に取り組み、

様々な音楽に見られる旋律の重なりに親しむ。 

ア 

イ 

ウ(ｳ) 

 

 

 

 

 

ア 

イ(ｱ) 

(ｲ) 

ウ(ｲ) 

(ｳ) 

 ア 

イ 

ア★音色、旋律、強弱、音

の重なり、フレーズ 

☆反復、音楽の縦と横

との関係 

 

 

① 曲想と旋律や音の重なりなどの音楽

の構造や歌詞の内容との関わりにつ

いて気付いている。（知：歌・器） 

② 思いや意図に合った表現をするため

に必要な、互いの歌声や副次的な旋

律、伴奏を聴いて、声を合わせて歌う

技能を身に付けている。（技：歌） 

③ 曲想及びその変化と、旋律などの音楽

の構造との関わりについて気付いて

いる。（鑑） 

④ 楽器の音色や響きと演奏の仕方との

関わりについて気付いている。（知：

器） 

⑤ 思いや意図に合った表現をするため

に必要な、互いの楽器の音や副次的な

旋律を聴いて、音を合わせて演奏する

技能を身に付けている。（技：器） 

① 旋律、音の重なり、反復を聴き取り、

それらの働きが生み出すよさや面白

さ、美しさを感じ取りながら、聴き取

ったことと感じ取ったこととの関わ

りについて考え、曲や演奏のよさなど

を見いだし、曲全体を味わって聴いて

いる。（鑑） 

② 音色、旋律、音の重なり、フレーズを

聴き取り、それらの働きが生み出すよ

さや面白さ、美しさを感じ取りなが

ら、聴き取ったことと感じ取ったこと

との関わりについて考え、曲の特徴を

捉えた表現を工夫し、どのように演奏

するかについて思いや意図をもって

いる。 （器） 

③ 旋律、音の重なり、音楽の縦と横との

関係を聴き取り、それらの働きが生み

出すよさや面白さ、美しさを感じ取り

ながら、聴き取ったことと感じ取った

こととの関わりについて考え、曲の特

徴を捉えた表現を工夫し、どのように

歌うかについて思いや意図をもって

いる。（歌） 

① 旋律が重なる面白さを感じ取りなが

ら歌ったり、聴いたりする学習に興味

をもち、音楽活動を楽しみながら主体

的・協働的に歌唱や鑑賞の学習活動に

取り組もうとしている。（歌・鑑） 

② 旋律が重なる美しさを感じ取りなが

ら、友達と声や音を合わせて表現する

学習に興味をもち、音楽活動を楽しみ

ながら主体的・協働的に歌唱や器楽の

学習活動に取り組もうとしている。

（歌・器） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・『ゆかいに歩けば』『とんび』の旋律の特徴を捉え、

強弱の変化を工夫して歌う。 

・『陽気な船長』の２つの旋律の特徴に合う吹き方を考

えて演奏する。 

・『白鳥』『堂々たるライオンの行進』の弦楽器の音色

に親しむとともに、主な旋律と伴奏の特徴を聴き取っ

て様子を思い浮かべながら聴く。 

・『ごんぎつね』の歌詞の内容を十分に味わいながら、

聴く人にそれが伝わるように表現を工夫して歌う。 

・『パレードホッホー』の異なる２つの旋律の特徴を捉

え、旋律が重なり合う面白さを感じ取る。 

・『ファランドール』では、２つの旋律の特徴を聴き取

り、掛け合ったり重なったりするよさや面白さを味わ

って聴く。 

・『オーラ リー』のサミングの仕方を知り、音色や音の

重なりを捉えた表現を工夫して二部合奏をする。 

・『もみじ』の旋律の重なり方の違いが生み出すよさや

美しさを感じ取りながら、表現を工夫して歌う。 



◎いろいろな音のひびきを 

楽しもう（９） 

 

□打楽器の音楽 

♪ポロネーズ 

●♪茶色の小びん 

 

 

(1)曲想及びその変化と、音色などの音楽の構造との関わり、

いろいろな音の響きやそれらの組合せの特徴や、音やフ

レーズのつなげ方や重ね方の特徴について、それらが生

み出すよさや面白さなどと関わらせて気付くとともに、

思いや意図に合った表現をするために必要な、音色や響

きに気を付けて、旋律楽器及び打楽器を演奏する技能や、

互いの楽器の音や副次的な旋律、伴奏を聴いて、音を合

わせて演奏する技能、音楽づくりの技能を身に付ける。  

(2)音色、旋律、音の重なりなどを聴き取り、それらの働きが

生み出すよさや面白さ、美しさを感じ取りながら、聴き

取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、

曲の特徴を捉えた表現を工夫し、どのように演奏するか

について思いや意図をもったり、即興的に表現すること

を通して、音楽づくりの発想を得たり、音を音楽へと構

成することを通して、どのようにまとまりを意識した音

楽をつくるかについて思いや意図をもったり、曲や演奏

のよさなどを見いだしながら曲全体を味わって聴いたり

する。  

(3)楽器の材質や音の出る仕組みに興味をもち、音楽活動を

楽しみながら主体的・協働的に器楽や音楽づくり、鑑賞

の学習活動に取り組み、様々な音楽に見られるいろいろ

な音の響きに親しむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア  

イ (ｱ) 

ウ (ｲ)  

(ｳ) 

ア(ｱ) 

(ｲ) 

イ(ｱ) 

(ｲ) 

ウ(ｱ) 

(ｲ) 

ア 

イ 
ア★音色、旋律、強弱、

音の重なり、拍 

☆音楽の縦と横との関 

係 

イ シャープ 

 

① 打楽器のいろいろな音の響きやそれ

らの組合せの特徴について、それらが

生み出すよさや面白さなどと関わら

せて気付いている。（知：づ） 

② 発想を生かした表現をするために必

要な、 設定した条件に基づいて、即

興的に音を選択したり組み合わせた

りして表現する技能を身に付けてい

る。（技：づ） 

③ 音やフレーズのつなげ方や重ね方の

特徴について、それらが生み出すよさ

や面白さなどと関わらせて気付いて

いる。（知：づ）        

④ 思いや意図に合った表現をするため

に必要な、音楽の仕組みを用いて、音

楽をつくる技能を身に付けている。

（技：づ） 

⑤ 曲想及びその変化と、音色などの音楽

の構造との関わりについて気付いて

いる。（知：器・鑑） 

⑥ 思いや意図に合った表現をするため

に必要な、音色や響きに気を付けて、

旋律楽器及び打楽器を演奏する技能

を身に付けている。（技：器） 

⑦ 思いや意図に合った表現をするため

に必要な、互いの楽器の音や副次的な

旋律、伴奏を聴いて、音を合わせて演

奏する技能を身に付けている。（技：

器） 

① 音色、強弱、音の重なりを聴き取り、

それらの働きが生み出すよさや面白

さ、美しさを感じ取りながら、聴き取

ったことと感じ取ったこととの関わ

りについて考え、即興的に表現するこ

とを通して、音楽づくりの発想を得て

いる。（づ） 

② 音色、強弱、音の重なり、音楽の縦と

横との関係を聴き取り、それらの働き

が生み出すよさや面白さ、美しさを感

じ取りながら、聴き取ったことと感じ

取ったこととの関わりについて考え、

音を音楽へと構成することを通して、

どのようにまとまりを意識した音楽

をつくるかについて思いや意図をも

っている。（づ） 

③ 音色、旋律を聴き取り、それらの働き

が生み出すよさや面白さ、美しさを感

じ取りながら、聴き取ったことと感じ

取ったこととの関わりについて考え、

曲や演奏のよさなどを見いだし、曲全

体を味わって聴いている。（鑑） 

④ 音色、旋律、音の重なり、拍を聴き取

り、それらの働きが生み出すよさや面

白さ、美しさを感じ取りながら、聴き

取ったことと感じ取ったこととの関

わりについて考え、 曲の特徴を捉え

た表現を工夫し、どのように演奏する

かについて思いや意図をもっている。

（器） 

① 打楽器の音色や組合せの面白さに興

味をもち、音楽活動を楽しみながら主

体的・協働的に音楽づくりの学習活動

に取り組もうとしている。（づ） 

② 楽器の音色や重なりに合う響きに興

味をもち、音楽活動を楽しみながら主

体的・協働的に器楽や鑑賞の学習活動

に取り組もうとしている。（器・鑑） 
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 大会授業 

 

◎思いを音楽で表そう（５）

  

〇赤いやねの家      

♪山の魔王の宮殿にて 

        

 

 

 

 

 

(1)曲想及びその変化と、旋律などの音楽の構造、歌詞の内

容との関わりに気付くとともに、思いや意図に合った表

現をするために必要な、呼吸及び発音の仕方に気を付け

て、自然で無理のない歌い方で歌う技能を身に付ける。 

(2)音色、速度、旋律、強弱、変化を聴き取り、それらの働き

が生み出すよさや面白さ、美しさを感じ取りながら、聴き

取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、

曲の特徴を捉えた表現を工夫し、どのように歌うかにつ

いて思いや意図をもったり、曲や演奏のよさなどを見い

だしながら曲全体を味わって聴いたりする。 

(3)曲想を感じ取ることに興味をもち、音楽活動を楽しみな

がら主体的・協働的に歌唱や鑑賞の学習活動に取り組み、

曲に対する思いや曲のよさなどを、友達と共有する態度

を育てる。 

ア 

イ 

ウ(ｲ) 

  ア 

イ 

ア★音色、速度、旋律、強

弱 

☆反復、変化 

イ クレッシェンド、デク

レッシェンド 

① 曲想と旋律や強弱などの音楽の構造

や歌詞の内容との関わりについて気

付いている。（知：歌） 

② 思いや意図に合った表現をするため

に必要な、呼吸及び発音の仕方に気を

付けて、自然で無理のない歌い方で歌

う技能を身に付けている。（技：歌） 

③ 曲想及びその変化と音色、速度、旋律、

強弱の音楽の構造との関わりについ

て気付いている。（鑑） 

① 旋律、強弱を聴き取り、それらの働き

が生み出すよさや面白さ、美しさを感

じ取りながら、聴き取ったことと感じ

取ったこととの関わりについて考え、

曲の特徴を捉えた表現を工夫し、どの

ように歌うかについて思いや意図を

もっている。（歌） 

② 音色、速度、旋律、強弱、変化を聴き

取り、それらの働きが生み出すよさや

面白さ、美しさを感じ取りながら、聴

き取ったことと感じ取ったこととの

関わりについて考え、曲や演奏のよさ

などを見いだし、曲全体を味わって聴

いている。（鑑） 

① 曲想を感じ取ることに興味をもち、音

楽活動を楽しみながら主体的・協働的

に歌唱や鑑賞の学習活動に取り組も

うとしている。（歌・鑑） 

◎日本の音楽でつながろう 

          （６） 

 

♪こと独奏による主題と 

 ６つの変奏「さくら」 

 から 

□「さくら さくら」の音階 

 で旋律づくり 

○国歌『君が代』   

 

 

(1)曲想及びその変化と、旋律などの音楽の構造との関わり、

日本の音階や旋律のつなげ方や重ね方の特徴について、

それらが生み出すよさや面白さなどと関わらせて気付く

とともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、

反復などの音楽の仕組みを用いて、旋律をつくる技能を

身に付ける。 

(2)音色や旋律などを聴き取り、それらの働きが生み出すよ

さや面白さ、美しさを感じ取りながら、聴き取ったこと

と感じ取ったこととの関わりについて考え、音を音楽へ

と構成することを通して、どのようにまとまりを意識し

た音楽をつくるかについて思いや意図をもったり、曲や

演奏のよさなどを見いだしながら曲全体を味わって聴い

たりする。 

(3)日本の音楽に興味をもち、音楽活動を楽しみながら主体

的・協働的に音楽づくりや鑑賞の学習活動に取り組み、

日本の楽器の音や音階に親しむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ア(ｲ)  

イ(ｲ)  

ウ(ｲ) 

ア 

イ 
ア★音色、旋律、音階 

 ☆反復、変化 
① 曲想及びその変化と、旋律などの音楽

の構造との関わりについて気付いて

いる。（鑑） 

② 日本の音階や旋律のつなげ方の特徴

について、それらが生み出すよさや面

白さなどと関わらせて気付いている。

(知：づ） 

③ 思いや意図に合った表現をするため

に必要な、反復などの音楽の仕組みを

用いて、音楽をつくる技能を身に付け

ている。（技：づ） 

① 音色、旋律、変化を聴き取り、それら

の働きが生み出すよさや面白さ、美し

さを感じ取りながら、聴き取ったこと

と感じ取ったこととの関わりについ

て考え、曲や演奏のよさなどを見いだ

し、曲全体を味わって聴いている。

（鑑） 

② 旋律、音階、反復を聴き取り、それら

の働きが生み出すよさや面白さ、美し

さを感じ取りながら、聴き取ったこと

と感じ取ったこととの関わりについ

て考え、音を音楽へと構成することを

通して、どのようにまとまりを意識し

た音楽をつくるかについて思いや意

図をもっている。（づ） 

① 日本の楽器の音色や音楽の特徴に興

味をもち、音楽活動を楽しみながら主

体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り

組もうとしている。（鑑） 

② 日本の音階に興味をもち、音の動きを

考えて旋律をつくる活動を楽しみな

がら主体的・協働的に音楽づくりの学

習活動に取り組もうとしている。（づ） 

 

・『ポロネーズ』のフルートの音色や響き、旋律の特徴

と曲想との関わりについて気付き、それらの働きが生

み出すよさや面白さを感じ取りながら曲全体を味わ

って聴く。 

・『茶色の小びん』の鑑賞教材では、木管楽器の種類や

音色に気を付けて聴き、そのよさに気付く。 

・『茶色の小びん』の合奏では、それぞれのパートの特

徴を生かして、音を聴き合いながら演奏する。 

・歌詞の表す心情を想像し、『赤いやねの家』の曲想を感

じ取った歌い方を工夫する。 

・『山の魔王の宮殿にて』の物語の場面の様子と曲想の変

化との関わりを結び付けて聴く。 

 

・『こと独奏による主題と６つの変奏「さくら」から』 

『さくらさくら』の旋律がどのように変化していくの

かに着目して聴く。 

・『「さくら さくら」の音階で旋律づくり』をし、友達と

旋律のつなげ方を工夫する。 

 


